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1. はじめに 

前報(その１)では，小型羽根沈入式試験器によるフ

レッシュモルタルのレオロジー試験方法と水セメント

比に関する検討について報告した。本報(その２)では，

単位細骨材量と混和剤添加の有無に関する検討につい

て報告する。 

 

2. 単位細骨材量と塑性粘度および透水係数の関係 

(実験3) 

2.1 実験要因 

表-1に，実験要因を示す。なお，単位細骨材量は，

前報(その1)に示した調合[前報(その1)の表-3参照]の

単位細骨材量1284kg/m3を基準とし，-120kg/m3の値とし

た1164kg/m3 までの4水準とした。 

2.2 実験方法 

 表-2にモルタルの使用材料を，表-3に調合を示す。

その他の実験方法は，前報(その1)と同様とした。 

2.3 実験結果および考察 

図-1に，塑性粘度と単位細骨材量の関係を示す。図

から分かるように，塑性粘度の値は水セメント比が45

～65％の範囲では，単位細骨材量の増加にともなう変

化はあまりみられない。しかし，水セメント比が35％

になると，単位細骨材量が増加すると塑性粘度の値も

大きくなる傾向がみられる。このような傾向は文献1)

とは異なる傾向であり，本実験要因の範囲(S/Cにして

0.38～0.56)では，単位細骨材量が塑性

粘度に与える影響は，水セメント比，とくに単位セメ

ント量の大小によって異なる傾向を示すと考えられる。 

 図-2に，透水係数と単位細骨材量の関係を示す。図

から分かるように，透水係数の値は，単位細骨材量が

増加すると小さくなる傾向にある。これには，透水係

数が塑性粘度と比較して単位細骨材量による影響を明

確に示すことが考えられ，透水係数は単位細骨材量の

増加にともなう単位水量の減少による間隙水(浸透水)

の移動時間の増加現象をより明確に捉えていると考え

られる。 
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表-3 モルタルの調合(実験3)

表-2 モルタルの使用材料(実験3，4)
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図-1 塑性粘度と単位細骨材量の関係
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図-2 透水係数と単位細骨材量の関係
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因子 水準

水セメント比 (％) 35，45，55，65

単位細骨材量 (kg/m
3
) 1164，1204，1244，1284

表-1 実験要因(実験3) 
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 図-3に，塑性粘度と透水係数の関係を示す。図から

分かるように，透水係数の値が大きくなると塑性粘度

の値は小さくなる傾向にあり，塑性粘度と透水係数の

間には相関関係がみられる。しかし，相関係数の値は

あまり大きくはなく，これには塑性粘度と単位細骨材

量の関係が大きく影響している。 

 

3. 混和剤添加の有無と塑性粘度および透水係数の関係

(実験4) 

3.1 実験要因 

表-4に，実験要因を示す。実験要因は，混和剤添加

の有無と3水準のフロー値とした。 

3.2 実験方法 

 モルタルの使用材料および実験方法は，実験3と同様

とした。表-5に，モルタルの調合を示す。水セメント

比は45％とし，フロー値は調合No.1～3は単位水量で，

調合No.4～6は単位水量を一定とし単位混和剤量で調整

した。 

3.3 実験結果および考察 

 図-4に塑性粘度とフロー値の関係を，図-5に透水係

数とフロー値の関係を示す。両図から分かるように，

単位水量でフロー値を調整したモルタルは，フロー値

が大きくなると塑性粘度の値は小さくなり透水係数の

値は大きくなる傾向を示している。これは，単位水量

による影響と考えられ，単位水量が大きくなるとセメ

ントおよび細骨材粒子間のせん断抵抗が小さくなるこ

とに起因するものと考えられる。一方，単位混和剤量

でフロー値を調整したモルタルは，単位水量でフロー

値を調整したモルタルとは異なる傾向にあり，フロー

値が大きくなると塑性粘度の値は大きくなり透水係数

の値は小さくなる傾向を示している。これには，単位

混和剤量による影響が考えられ，単位混和剤量の増加

にともない，セメント粒子が分散して粒子間の間隙が

小さくなり，せん断変形による間隙水や粒子の移動に

対する抵抗が大きくなることが起因していると考えら

れる。 

 図-6に，塑性粘度と透水係数の関係を示す。図から

分かるように，塑性粘度と透水係数の間には相関関係

がほとんどみられない。これには，単位水量でフロー

値を調整したモルタルの塑性粘度と透水係数の値が大

きく影響している。 

 

4. まとめ 

本実験結果から，以下の知見を得た。 

1)透水係数は，塑性粘度と比較して単位細骨材量に

よる影響をより明確に示している。 

2)単位水量でフロー値を調整すると，フロー値が大

きくなると塑性粘度の値は小さくなるが，単位混

和剤量でフロー値を調整すると，フロー値が大き

くなると塑性粘度の値も大きくなる。 

3)単位水量でフロー値を調整すると，フロー値が大

きくなると透水係数の値も大きくなるが，単位混

和剤量でフロー値を調整すると，フロー値が大き

くなると透水係数の値は小さくなる。 

今後は，フレッシュモルタルの塑性粘度および透水

係数と調合要因の関係をより詳細に検討するとともに，

透水係数を考慮したレオロジーモデルの構築に向けた

研究に取り組みたいと考えている。 
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図-4 塑性粘度とフロー値の関係
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図-5 透水係数とフロー値の関係
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図-6 塑性粘度と透水係数の関係
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表-4 実験要因(実験4)
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表-5 モルタルの調合(実験4)
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